


３． 結果と考察

籾殻炭化物粉体の処理温度及び処理時間による体

積抵抗率の関係を図 2，図 3 に示す．500 ℃におけ

る体積抵抗率は，2×107Ωcm であり，600 ℃以上で

処理することにより，体積抵抗率が急激に減少し，

処理温度の上昇と共に体積抵抗率は減少した．600

℃以上において体積抵抗率を 500 ℃の 10 万分の 1

以下にすることができた．又，炭化処理時間につい

ては，図 3 のとおり時間による大きな差は認めら

れなかった．

図 2 籾殻炭化物の体積抵抗率と炭化温度との関係

（処理時間：3hr）

図 3 籾殻炭化物の体積抵抗率と炭化時間との関係

（炭化温度：1000 ℃）
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そこで，籾殻炭化物の X 線回折を用いた結晶パ

ターンを調べ，その結果を図 4 に示す．図より，

600 ℃以上で処理することによりピークが現れた．

このピークは二酸化ケイ素の結晶形の一つである

Cristobalite と一致した．又，温度の上昇と共にピ

ークがシャープとなりその結晶化が進んだ．籾殻に

は，シリカが 13 ～ 29%程度含有しており，600 ℃

以上で処理することによる籾殻炭化物の低抵抗化は

Cristobalite の生成によるものと考えられる．

図 4 籾殻炭化物の X 線回折パターン

次に，籾殻炭化物を充填したグリーンコンポジッ

トの表面抵抗率と籾殻炭化物の充填率の関係を図 5

に示す．グリーンコンポジットの表面抵抗率は，籾

殻炭化物の充填率の増加とともに減少した．一方，

同じ充填率においては，充填する籾殻炭化物の体積

抵抗率の違いによる顕著な差は認められなかった．

このことは，籾殻炭化物の電気抵抗値の大小より，

導電性経路の形成度合いの方が寄与し，高充填化に

よってポリマー中における籾殻炭化物の凝集による

導電性経路の形成が一層進んだものと考えられる．

又，600 ℃以上で炭化処理した籾殻炭化物を 30

wt%以上充填することにより，グリーンコンポジッ

トの表面抵抗率は 1012 Ω/□（□：sq）以下となり，

制電性が発現した．なお、JIS C806-6 では制電性

プラスチックの表面抵抗率は，1×10
5
～ 1×10

12

Ω/□とされている．
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